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輸出主導型経済モデルの終わり？ 
―― アジア経済が苦境に陥っている本当の理由 
ブライアン・P・クライン 
ケネス・ニール・クキエル  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ p.6 
 
アジア経済は欧米経済からほぼ独立した経済圏になったという見方が一時は浮上したが、実際に

はアジア地域内の輸出の約６０％は中間財で、・・・結局はグローバル・サプライ・チェーンの一部

だった。その結果、アメリカの消費需要の激減という事態を前に、アジアの製造業も崖から突き落と

されてしまった。 経済成長を輸出に依存できる時代はすでに終わっている 
 
 
Classic Selection ２００８ 
グローバル化のたそがれ？ 
―― アジアからアメリカへの貿易の流れは停滞する 
マーク・レビンソン  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ p.18 
 
世界の反対側にある工場から部品を調達することが賢明なのかどうか、企業は疑問に感じだして

いる。グローバル規模でのアストソーシングもかつてのような魅力を失いだしている。製品や部品を

つくるためにアジアに進出した企業も、いまや工場から商店の棚に並ぶサプライチェーンの距離を

短くしようと試みている。いまやグローバル化の黄金時代は終わりつつある。 
    
なぜ国際社会は海賊を退治できないのか 
―― ウィリアム・キッドからソマリアの海賊まで 
マックス・ブート  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ p.26 
 
１７世紀以降の２世紀にわたって、世界はさまざまな海賊対策を講じてきた。海賊ハンターを雇い、

海賊と共謀する役人を一掃し、人々に正義という概念を徹底させようと試みた。海軍軍艦の数を増

やし、他国と協力し、海賊が拠点とする港を封鎖して攻撃し、海だけでなく、陸においても、海賊を

追い詰め、ついには、海賊の巣窟を占領して解体する作戦をとった。だが憂鬱なことに、現在、こう

した歴史的な海賊対策はほとんど実施されていない。・・・ 
 
 
インドを思い描く 
―― 弱点を優位に変えた国の将来は 
エドワード・ルース  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ p.40 
  
 

特集１ 輸出市場を失ったアジア経済の苦しみ 



 
 
 
ヒラリー・クリントン国務長官が語る 
スマート・パワーとマルチパートナー世界 
ヒラリー・ロドハム・クリントン  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ p.47 
 
スマートパワーとは、様々なプレイヤーを招集し、相互に関連させて、われわれが行使できる手段

を知的に用いていくことを意味する。スマートパワーは、われわれの経済力、軍事力、起業や技術

革新を促す力、新大統領と彼のチームへの信頼によって支えられている。さらにスマートパワーと

は、政策決定にこれまでの常識を生かしていくことも意味する。 
             
 

タリバーンを切り崩して、平和を勝ち取るには 
―― アフガンの国家和解に向けて 
フォティニ・クリスティア 
マイケル・センプル  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ p.62 
 
タリバーン勢力を打倒するための軍事・政治戦略に国民和解というアジェンダを埋め込む必要が

ある。和解に応じる穏健派タリバーンの信頼を勝ち取るとともに、和解を拒絶する勢力は粉砕する

か、拘束しなければならない。敵の中から友人にできる勢力を探しだすべきだ。国民和解戦略をと

るほうが、軍事力や戦場での軍事的勝利にばかりこだわるやり方よりも、安定を実現できる可能性

ははるかに高い。 
 
 
イランの行動論理を解明する 
―― イランとの和解を実現する直接交渉を 
モフセン・M・ミラニ  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ p.74 
 
 
米ロ関係の歴史的転換は実現するか 
―― 戦略的パートナーシップを実現させるには 
ロバート・レグボルド  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ p.90 
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